
 

 

総合

17/11 ＋0.336

17/12 ＋0.202

18/01 ＋0.539

18/02 ＋0.150

18/03 ▲0.063

18/04 ＋0.221

18/05 ＋0.209

18/06 ＋0.129

18/07 ＋0.171

18/08 ＋0.223

18/09 ＋0.059

18/10 ＋0.331

18/11 ＋0.019
(注）括弧内は前年同月比
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18 年 11 月

月比 0.0％と一致した

＋0.193％）と

肉などの上昇

ガソリン、

11 月のＣＰＩ統計は

継続姿勢に

ＣＰＩコアは、変動の大きいホテル等宿泊費

いるが、均して基調をみると

ースを維持し

ドル高、ＩＴ改革

いると判断される。

 

ＣＰＩコアでは、

は、処方箋医薬品

設備、アルコール飲料

った。さらに、

え、家庭用家具・備品

から、商品コアは前月比

サービスに関しては、

電話サービスが同

＋0.336 (＋2.2) ＋0.121

＋0.202 (＋2.1) ＋0.239

＋0.539 (＋2.1) ＋0.349

＋0.150 (＋2.2) ＋0.182

▲0.063 (＋2.4) ＋0.176

＋0.221 (＋2.5) ＋0.098

＋0.209 (＋2.8) ＋0.171

＋0.129 (＋2.9) ＋0.162

＋0.171 (＋2.9) ＋0.243

＋0.223 (＋2.7) ＋0.082

＋0.059 (＋2.3) ＋0.116

＋0.331 (＋2.5) ＋0.193

＋0.019 (＋2.2) ＋0.209
(注）括弧内は前年同月比

 

 18 年
労働市場逼迫、

月の消費者物価（総合）は、前月比＋

と一致した。

）と小幅加速し

の上昇により前月比

、燃料油の下落

月のＣＰＩ統計は

継続姿勢に影響しない

ＣＰＩコアは、変動の大きいホテル等宿泊費

いるが、均して基調をみると

を維持している。

ドル高、ＩＴ改革などによるインフレ抑制要因

いると判断される。 

ＣＰＩコアでは、商品（財）

処方箋医薬品、タバコ・

アルコール飲料

さらに、新車、テレビやゲームなど娯楽商品

家庭用家具・備品

、商品コアは前月比

サービスに関しては、

電話サービスが同▲1.6

コア

＋0.121 (＋1.71)

＋0.239 (＋1.78)

＋0.349 (＋1.82)

＋0.182 (＋1.85)

＋0.176 (＋2.12)

＋0.098 (＋2.14)

＋0.171 (＋2.24)

＋0.162 (＋2.26)

＋0.243 (＋2.35)

＋0.082 (＋2.20)

＋0.116 (＋2.17)

＋0.193 (＋2.14)

＋0.209 (＋2.21)

 

年 11 月消費者物価
、関税引き上

の消費者物価（総合）は、前月比＋

。エネルギー・食品を除く消費者物価（ＣＰＩコア）が前月比＋

加速したほか（

前月比＋0.2％

下落によって前月比

月のＣＰＩ統計は予想と一致し

い。 

ＣＰＩコアは、変動の大きいホテル等宿泊費

いるが、均して基調をみると、ＦＲＢ

いる。貿易戦争、人手不足、地政学リスク

などによるインフレ抑制要因

商品（財）が鈍化した

、タバコ・歯ブラシ・化粧品などを含むその他財

アルコール飲料が加速した。

テレビやゲームなど娯楽商品

、処方箋外医薬品

、商品コアは前月比＋0.2％（前月同

サービスに関しては、航空運賃など公共サービスが

1.6％（同▲0.

ｴﾈﾙｷﾞｰ

(＋1.71) ＋3.2

(＋1.78) ▲0.2

(＋1.82) ＋3.0

(＋1.85) ＋0.1

(＋2.12) ▲2.8

(＋2.14) ＋1.4

(＋2.24) ＋0.9

(＋2.26) ▲0.3

(＋2.35) ▲0.5

(＋2.20) ＋1.9

(＋2.17) ▲0.5

(＋2.14) ＋2.4

(＋2.21) ▲2.2

 

月消費者物価
引き上げでもＰＣ

の消費者物価（総合）は、前月比＋

エネルギー・食品を除く消費者物価（ＣＰＩコア）が前月比＋

（市場予想同＋

％（前月同▲

前月比▲2.2

と一致し２％台で安定して

ＣＰＩコアは、変動の大きいホテル等宿泊費

ＦＲＢの目標で

貿易戦争、人手不足、地政学リスク

などによるインフレ抑制要因

鈍化したものの、

歯ブラシ・化粧品などを含むその他財

が加速した。また、中古車が前月比＋

テレビやゲームなど娯楽商品

処方箋外医薬品が上昇

（前月同＋0.3

航空運賃など公共サービスが

0.2％）と下落幅を拡大したほか、

食料品 住宅

＋0.0 ＋0.2

＋0.2 ＋0.3

＋0.2 ＋0.2

▲0.0 ＋0.3

＋0.1 ＋0.3

＋0.3 ＋0.3

＋0.0 ＋0.2

＋0.2 ▲0.0

＋0.1 ＋0.2

＋0.1 ＋0.3

＋0.0 ＋0.1

▲0.1 ＋0.3

＋0.2 ＋0.3

消費者物価

 

月消費者物価
ＣＥコアは＋

第一生命経済研究所

の消費者物価（総合）は、前月比＋0.019％（前月同＋

エネルギー・食品を除く消費者物価（ＣＰＩコア）が前月比＋

同＋0.2％と一致

▲0.1％）と上昇

2.2％（前月同

２％台で安定しており

ＣＰＩコアは、変動の大きいホテル等宿泊費、航空費などの

であるＰＣＥ

貿易戦争、人手不足、地政学リスク

などによるインフレ抑制要因のせめぎ合い

ものの、サービスの伸び率が維持された

歯ブラシ・化粧品などを含むその他財

中古車が前月比＋

テレビやゲームなど娯楽商品が下げ止まった。

が上昇幅を縮小、

0.3％）と小幅鈍化した

航空運賃など公共サービスが前月比

下落幅を拡大したほか、

 

U.S. Indicator

住宅 アパレル

＋0.2 ▲0.9

＋0.3 ▲0.3

＋0.2 ＋1.7

＋0.3 ＋1.5

＋0.3 ▲0.6

＋0.3 ＋0.3

＋0.2 ＋0.0

▲0.0 ▲0.9

＋0.2 ▲0.3

＋0.3 ▲1.6

＋0.1 ＋0.9

＋0.3 ＋0.1

＋0.3 ▲0.9

 

月消費者物価 
＋1.9％にとど

第一生命経済研究所

主任エコノミスト

％（前月同＋0.

エネルギー・食品を除く消費者物価（ＣＰＩコア）が前月比＋

と一致）、食料品

上昇した。一方、

（前月同＋2.4％）と

り、インフレ

などの影響により毎月加速と減速を繰り返して

Ｅコアデフレータ

貿易戦争、人手不足、地政学リスクなどのインフレ押し上げ圧力

のせめぎ合いが続いている

サービスの伸び率が維持された

歯ブラシ・化粧品などを含むその他財が上昇に転じたほか、

中古車が前月比＋2.4％と前月の＋

が下げ止まった。

、教科書、コンピューター

小幅鈍化した。

前月比▲1.2％（

下落幅を拡大したほか、自動車保険が同

U.S. Indicators ／

アパレル 運輸

＋1.5

＋0.2

＋1.8

＋0.0

▲1.2

＋0.2

＋0.4

＋0.4

＋0.3

＋0.9

▲0.3

＋1.1

▲0.8

 発表日：

 
どまる見込み

第一生命経済研究所 調査研究本部

エコノミスト 桂畑 誠治

0.331％）と

エネルギー・食品を除く消費者物価（ＣＰＩコア）が前月比＋

食料品は果物・野菜の下落

一方、エネルギーが

）と下落に転じた

インフレ面からはＦＲＢの

により毎月加速と減速を繰り返して

デフレーターで＋

などのインフレ押し上げ圧力

が続いていることで、

サービスの伸び率が維持された

が上昇に転じたほか、

％と前月の＋2.6

が下げ止まった。一方、アパレル

、コンピューター

。 

％（前月同▲0.

自動車保険が同

／ 定例経済指標

医療 商品

コア

＋0.0 ▲0.1

＋0.3 ＋0.2

＋0.4 ＋0.4

▲0.1 ＋0.1

＋0.4 ▲0.1

＋0.1 ▲0.1

＋0.2 ▲0.1

＋0.4 ▲0.0

▲0.2 ＋0.1

▲0.2 ▲0.3

＋0.2 ▲0.3

＋0.2 ＋0.3

＋0.4 ＋0.2

発表日：2018 年 12 月

 
み～ 

調査研究本部 

誠治（℡：03-

％）と低下し、市場予想の前

エネルギー・食品を除く消費者物価（ＣＰＩコア）が前月比＋0.209

果物・野菜の下落歯止め

エネルギーが電力

に転じた。 

ＦＲＢの漸進的な

により毎月加速と減速を繰り返して

＋２％程度を

などのインフレ押し上げ圧力と、

ことで、インフレは安定して

サービスの伸び率が維持された。商品（財）価格で

が上昇に転じたほか、自動車部品・

2.6％に続き高い伸びとな

アパレルが下落に転じた

、コンピューターの下落が続いた

0.1％）、携帯の下落

自動車保険が同▲0.5％（同＋
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商品 サービス

コア コア

▲0.1 ＋0.2

＋0.2 ＋0.3

＋0.4 ＋0.3

＋0.1 ＋0.2

▲0.1 ＋0.3

▲0.1 ＋0.2

▲0.1 ＋0.3

▲0.0 ＋0.2

＋0.1 ＋0.3

▲0.3 ＋0.2

▲0.3 ＋0.2

＋0.3 ＋0.2

＋0.2 ＋0.2

月 13 日（木）

 

 経済調査部

-5221-5001）

市場予想の前

209％（前月同

歯止めや、

電力の鈍化や、

漸進的な利上げ

により毎月加速と減速を繰り返して

を示す上昇ペ

、競争環境、

インフレは安定して

商品（財）価格で

自動車部品・

％に続き高い伸びとな

が下落に転じたう

の下落が続いたこと

、携帯の下落で

％（同＋0.5％）
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） 

 

経済調査部 

） 

％（前月同

の鈍化や、

利上げ

により毎月加速と減速を繰り返して

ペ

、

インフレは安定して

商品（財）価格で

自動車部品・

％に続き高い伸びとな

う

こと

％）



 

 

と下落に転じ

一方、変動の大きいホテル等宿泊費が前月比

同＋0.2％（同▲

0.0％）と上昇に転じたほか、

ビスが同＋

と同率の高い

たこと等を背景に、サービスコアは前月比＋

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＰＩコアのモメンタムをみると、３ヵ月前対比年率で

６ヵ月前対比年率で＋

コアの上昇モメンタムは、基調としては安定して

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月の消費者物価動向を前年比でみると（以下、前年同月比）、総合が＋

下し、市場予想

-1

-0.2

-0.1

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

（％）

転じ、カー・リースが

変動の大きいホテル等宿泊費が前月比

％（同▲0.4％）、

と上昇に転じたほか、

＋0.4％（同＋

高い伸びとなった。

等を背景に、サービスコアは前月比＋

ＣＰＩコアのモメンタムをみると、３ヵ月前対比年率で

６ヵ月前対比年率で＋

コアの上昇モメンタムは、基調としては安定して

月の消費者物価動向を前年比でみると（以下、前年同月比）、総合が＋

市場予想と一致した

-1

0

1

2

3

4

5

6

7

8586878889

（％）

15

帰属家賃

衣料品価格

カー・リースが同▲

変動の大きいホテル等宿泊費が前月比

％）、スポーツイベントや会員サービスなどを含む余暇サービスが

と上昇に転じたほか、賃貸料が

＋0.2％）と

伸びとなった。さらに、

等を背景に、サービスコアは前月比＋

ＣＰＩコアのモメンタムをみると、３ヵ月前対比年率で

６ヵ月前対比年率で＋2.0％（前月＋

コアの上昇モメンタムは、基調としては安定して

月の消費者物価動向を前年比でみると（以下、前年同月比）、総合が＋

と一致した。食料品が＋

8990919293949596

16

ＣＰＩコアの寄与度分解（前月比）

帰属家賃

衣料品価格

▲0.2％（同

変動の大きいホテル等宿泊費が前月比

スポーツイベントや会員サービスなどを含む余暇サービスが

賃貸料が前月比

上昇率を高め

さらに、レンタカーが同

等を背景に、サービスコアは前月比＋0.

ＣＰＩコアのモメンタムをみると、３ヵ月前対比年率で

％（前月＋2.0％）と

コアの上昇モメンタムは、基調としては安定して

月の消費者物価動向を前年比でみると（以下、前年同月比）、総合が＋

食料品が＋1.4％（前月＋

9697989900010203

CPIコアの推移

17

ＣＰＩコアの寄与度分解（前月比）

その他

CPI

（同▲1.2％）と下落を続けた。

変動の大きいホテル等宿泊費が前月比＋0.1％（前月同

スポーツイベントや会員サービスなどを含む余暇サービスが

前月比＋0.4％（前月

めた。また、

レンタカーが同＋2.

0.2％と前月

ＣＰＩコアのモメンタムをみると、３ヵ月前対比年率で

と同率の伸びとなり

コアの上昇モメンタムは、基調としては安定しており、川下でのインフレ

月の消費者物価動向を前年比でみると（以下、前年同月比）、総合が＋

％（前月＋1.

U.S. Indicator

03040506070809

コアの推移

３ヵ月前対比年率

６ヵ月前対比年率

ＣＰＩコアの寄与度分解（前月比）

その他

CPIコア

と下落を続けた。

％（前月同▲2.4

スポーツイベントや会員サービスなどを含む余暇サービスが

前月同＋0.2％）

また、帰属家賃が

2.5％（同＋

と前月と同じ伸び率

ＣＰＩコアのモメンタムをみると、３ヵ月前対比年率で＋2.1％（前月

同率の伸びとなり、低い伸びにとどまっている

おり、川下でのインフレ

月の消費者物価動向を前年比でみると（以下、前年同月比）、総合が＋

1.2％）に上昇

U.S. Indicators 

0910111213141516

３ヵ月前対比年率

６ヵ月前対比年率

18

と下落を続けた。 

2.4％）、インターネットサービスが

スポーツイベントや会員サービスなどを含む余暇サービスが

％）、医療保険などを含む医療サー

帰属家賃が前月比＋0.

3.3％）と鈍化も高い伸びを維持し

伸び率となった。

（前月＋1.6％

、低い伸びにとどまっている

おり、川下でのインフレ加速の兆しはみられない

月の消費者物価動向を前年比でみると（以下、前年同月比）、総合が＋2.2％（前月＋

上昇したうえ、

s ／ 定例経済指標

161718

、インターネットサービスが

スポーツイベントや会員サービスなどを含む余暇サービスが同＋0.

医療保険などを含む医療サー

0.3％（前月

と鈍化も高い伸びを維持し

。 

％）と加速し

、低い伸びにとどまっている

加速の兆しはみられない

％（前月＋2.

、ＣＰＩコアが＋
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定例経済指標レポート

、インターネットサービスが

0.5％（同

医療保険などを含む医療サー

前月同＋0.3％）

と鈍化も高い伸びを維持し

した。また、

、低い伸びにとどまっている。ＣＰＩ

加速の兆しはみられない。 

2.5％）と低

ＣＰＩコアが＋2.2％

 

4 
 

レポート 

医療保険などを含む医療サー

％）

と鈍化も高い伸びを維持し

また、

ＣＰＩ
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(出所）米商務省、米労働省
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（％） (図表

連鎖ＣＰＩ

出所）米商務省、米労働省

848586878889909192

（％） ＣＰＩコアと帰属家賃・家賃の推移（前年同月比）

出所）米労働省

（前月＋2.

低下した。

ＣＰＩコアでは、財コアが

ムなど娯楽商品

落幅を縮小し

た伸びを維持した。

た一方、通話

より実態に近い物価動向を示す連鎖ＣＰＩコアは＋

維持、加速感

これまで公表された統計から、ＦＲＢが目標としている

デフレーターは前年同月比＋

同月比＋1.
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図表)各種物価統計コア指数の推移（前年同月比）

ＣＰＩコア

出所）米商務省、米労働省

929394959697989900

ＣＰＩコアと帰属家賃・家賃の推移（前年同月比）

2.1％）と上昇

。 

ＣＰＩコアでは、財コアが

ムなど娯楽商品が下落幅を拡大した一方、
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